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復興支援室だより 

大槌発 

三 震災から４年６か月       
東日本大震災から４年

６か月。大追町吉里吉里

の吉祥寺では、寺に安置

されている身元が分か

らない震災犠牲者の遺

骨１９柱の供養が行わ

れました。位牌堂に安置された遺骨の一つ一つに高

橋英悟住職が言葉をかけ霊を慰めました。大槌町で

は町内３か所の寺に７３人の身元不明者の遺骨が

現在も安置されています。町では納骨堂を整備して

遺骨を納める計画です。（9/11ニュースエコー） 

陸前高田発  

被 復興支援の庭園造り         
陸前高田市で東北各地

や関東の造園家に人た

ち１００人ほどが参加

し、復興を祈願する庭園

造りを行いました。広田

湾を見下ろす陸前高田

市小友町にある「杉の家はこね」の庭園を『箱根山・

復興希望の庭園』として

リフォームするもので、

池を広田湾に見立て、山

から水がそそぐ穏やか

な故郷をイメージした

庭になります。造園家た

ちは市民の憩いの場や観光名所として育てていき

たいとしています。（9/11ニュースエコー） 

宮古発  

北行方不明者の集中捜索  
宮古市では悪天候で延期されていた東日本大震災

による行方不明者の集中捜索が行われました。宮古

市崎山の女遊戸海岸周辺で宮古警察署の署員１７

人が捜索を行いました。宮古市では震災で今も９４

人の行方がわからないままで、参加した署員は行方

不明者につながるものがないか慎重に捜索してい

ました。県内ではいまなお１１２９人の行方が分か

っていません。（9/14ニュースエコー） 

陸前高田発  

地ベルトコンベア終了式   
高台を切り崩して出た

土砂を、かさ上げする

旧市街地に運び出して

きた陸前高田市の巨大

ベルトコンベアが運転

を終了しました。総延

長はおよそ３キロ。昨年３月に稼働を始め、気仙町

今泉地区の山から土砂５００万立方メートルをか

さ上げする旧市街地に運び出しました。来月から解

体が始まりますが、「希望のかけ橋」と呼ばれる気

仙川をまたぐ吊り橋は来年の４月に入るまで残さ

れる予定です。（9/15ニュースエコー） 

盛岡発  

コ リサイクル軍手寄贈   
復興に伴う作業に活用

してもらおうと、大手衣

料品メーカーオンワー

ド樫山と盛岡の百貨店

パルクアベニュー・カワ

トクが衣類をリサイク

ルして作った軍手１０００セットを県に贈りまし

た。オンワード樫山では、２００９年から不要とな

った衣料品を持ちこむとポイントがもらえるキャ

ンペーンを展開し、集まった品をリサイクルして 

作った軍手や毛布を世界の被災地へ贈っています。

カワトクもこのキャンペーンに加わり、震災被災地

を支援しています。（9/15ニュースエコー） 

大槌発  

ささんりく元気ラジオ！  

(ワイドステーション内 毎週水曜日放送） 

今週は、おおつちさいがいエフエムの菊池由貴子さ

んが「震災の記憶を語り継ぐこと」について伝えて

くれました。９月で東日本大震災の発生から４年半

となりましたが、平野公三新町長は被災した『旧役

場庁舎』の年度内解体の意思を示しています。この

方針に対しては市民の間で賛否両論があることか

ら、菊池さんは「町が進めてきた『震災検証』と『生

きた証(あかし)事業』を含め、ここでもう一度『震

災のことを忘れないで伝えていく』ために、大槌町

民が一緒になって考える場が必要なのでは。」と話

していました。（9/16） 
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